
歴
史
散
策

　「や
わ
た
の
は
ち
ま
ん
さ
ん
」と
し
て
親
し
ま
れ
、本
社
10
棟
が
平
成
28
年

２
月
９
日
に
、八
幡
市
で
初
め
て
の
国
宝
指
定
を
受
け
ま
し
た
。

　本
殿
は
現
存
す
る
八
幡
造
の
な
か
で
最
古
か
つ
最
大
規
模
。日
本
三
大

八
幡
宮
の
ひ
と
つ
と
し
て
数
え
ら
れ
、古
代
に
成
立
し
た
荘
厳
な
社
殿
形
式

を
保
持
し
つつ
、近
世
的
な
装
飾
を
兼
備
し
た
完
成
度
の
高
い
神
社
建
築
と

し
て
、極
め
て
高
い
価
値
を
持
つ
建
物
で
す
。

Iw
ashim

izu Hachim
angu Shrine

石
清
水
八
幡
宮

Historical walks

　八
幡
市
に
は
多
く
の
歴
史
遺
産
が
受

け
継
が
れ
て
い
ま
す
。平
安
時
代
初
め
の

貞
観
２
年（
8
6
0
年
）に
創
建
さ
れ
て

以
来
、公
家
や
武
家
を
は
じ
め
、広
く

人
々
の
崇
敬
を
集
め
た
石
清
水
八
幡
宮
、

鎌
倉
時
代
に
造
ら
れ
た
木
造
阿
弥
陀
如

来
坐
像
、江
戸
時
代
に
松
花
堂
昭
乗
に

よ
っ
て
造
ら
れ
た
松
花
堂
な
ど
数
々
の

文
化
財
が
静
か
に
た
た
ず
ん
で
い
ま
す
。

　ま
た
、八
幡
産
の
竹
を
白
熱
電
球
に

使
っ
た
ト
ー
マ
ス
・
ア
ル
バ
・
エ
ジ
ソ
ン
、

江
戸
時
代
の
文
人
僧
で
寛
永
の
三
筆
と

称
さ
れ
る
松
花
堂
昭
乗
、空
へ
の
夢
を

追
っ
て
飛
行
機
の
実
用
化
を
試
み
た
二

宮
忠
八
は
八
幡
と
縁
の
あ
る
人
物
と
し

て
有
名
で
す
。

　悠
久
の
時
を
経
て
、そ
れ
ぞ
れ
の
時
代

の
中
で
育
ま
れ
た
歴
史
文
化
は
、今
も
多

く
の
人
を
魅
了
し
て
い
ま
す
。

  Many historical heritages have been passed on in Yawata： In 860, 
early Heian period, Iwashimizu Hachimangu Shrine was built, once 

venerable by court nobles and samurai families and now by many 

people; In the Kamakura period (1185-1333), the Statue of Amida 

Buddha was created: In the Edo period (1603-1867), Shokado Shojo 

erected Soan “Shokado” , to name a few.

  Thomas Alva Edison used Yawata bamboo for his �lament lamp. The 

monk Shokado Shojo was one of the 3 famous calligraphers in part of 

the Edo period. Chuhachi Ninomiya is famous for having tried to make 

a �ying machine, chasing his dream.

  The culture, nurtured by long, multifaceted histories, still attracts lots 

of people. 

男
山
の
峯
に
鎮
座
す
る
国
宝
、

や
わ
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男
山
の
峯
に
鎮
座
す
る
国
宝
、

や
わ
た
の
は
ち
ま
ん
さ
ん

Soan “Shokado”

　石
清
水
八
幡
宮
の
社
僧
で
あ
り
、文
化
人

で
も
あ
っ
た
松
花
堂
昭
乗
が
、晩
年
に
男
山

山
腹
の
泉
坊
に
建
て
た
草
庵
茶
室
。現
在
は

松
花
堂
庭
園
内
に
移
築
さ
れ
て
い
ま
す
。草

庵
は
京
都
府
指
定
文
化
財
、庭
園
は
国
指

定
史
跡
名
勝
。

草
庵
「
松
花
堂
」

Shoboji Tem
ple

　徳
川
家
康
公
の
側
室
で
あっ
た
お
亀
の
方
の

菩
提
寺
。建
久
２
年（
1
1
9
1
）に
開
創
さ

れ
、天
文
1
5
年（
1
5
4
6
）に
は
後
奈
良

天
皇
の
勅
願
寺
と
な
り
ま
し
た
。ま
た
、彫
刻・

絵
画
な
ど
多
数
の
重
要
文
化
財
を
有
し
て
い

ま
す
。本
堂・大
方
丈・唐
門
は
重
要
文
化
財
。

正
法
寺

　江
戸
時
代
の
南
山
城
地
方
に
お
け
る
代

表
的
な
庄
屋
屋
敷
の
ひ
と
つ
。主
屋
は
、享

保
19
年（
1
7
3
4
）に
建
築
さ
れ
ま
し
た
。

厚
さ
約
１
メ
ー
ト
ル
も
あ
る
茅
葺
の
屋
根

は
必
見
で
す
。重
要
文
化
財
。

Isa Fam
ily Residence

伊
佐
家
住
宅

現
代
へ
受
け
継
が
れ
る
文
化
財
を
尊
ぶ

Statue of Amida Buddha
木造阿弥陀如来坐像

　ラ
イ
ト
兄
弟
よ
り
も
先
に
飛
行
原
理
を
発
見
し
、飛
行
機
の

開
発
に
尽
力
し
た
航
空
界
の
パ
イ
オ
ニ
ア
的
人
物
。日
本
人
初
の

ゴ
ム
動
力
に
よ
る
カ
ラ
ス
型
飛
行
器
や
、人
が
乗
れ
る
玉
虫
型
飛

行
器
を
考
案
し
、飛
行
機
の
実
用
化
を
試
み
て
い
ま
し
た
。

　ま
た
、空
の
安
全
を
願
っ
て
自
宅
地
内
に
、日
本
で
唯
一の
航

空
安
全
の
神
社
で
あ
る
飛
行
神
社
を
創
設
し
ま
し
た
。

Yawata-related people

偉
人
の
足
跡
を
た
ず
ね
て

人
物

Shokado Shojo

松
花
堂 

昭
乗Chuhachi Ninom

iya

二
宮 

忠
八

八
幡
ゆ
か
り
の

　世
界
の
発
明
王
と
し
て
知
ら
れ
る
エ
ジ
ソ
ン
。彼
の
発
明
品
の

一
つ
で
あ
る
白
熱
電
球
に
は
、八
幡
の
竹
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

八
幡
の
竹
を
炭
化
し
た
フィ
ラ
メ
ン
ト
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
た
白
熱

電
球
は
、世
界
に
画
期
的
な
光
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

　そ
し
て
、エ
ジ
ソ
ン
の
功
績
を
後
世
に
伝
え
る
た
め
、１
９
３
４
年

に「
エ
ジ
ソ
ン
記
念
碑
」が
男
山
展
望
台
に
建
立
さ
れ
ま
し
た

（
現
在
は
石
清
水
八
幡
宮
境
内
に
移
設
）。

　こ
の
縁
で
、八
幡
市
は
エ
ジ
ソ
ン
生
誕
の
地
で
あ
る
米
国
オ
ハ
イ

オ
州
の
マ
イ
ラ
ン
村
と
友
好
都
市
協
定
を
結
ん
で
い
ま
す
。

Thom
as Alva Edison

ト
ー
マ
ス・A・エ
ジ
ソ
ン

エジソン記念碑

カラス型飛行器模型

二宮 忠八（飛行神社提供）

飛行神社 松花堂好四つ切塗箱（松花堂美術館蔵）松花堂昭乗 筆「鎮西八郎為朝像」部分
（松花堂美術館蔵）

「松花堂昭乗自画像写」部分　
（松花堂美術館蔵）

トーマス・アルバ・エジソン（京都男山エジソン協会提供）

エジソン電球

　松
花
堂
昭
乗
は
、石
清
水
八
幡
宮
を
峰
に
頂
く
男
山

の
僧
坊・瀧
本
坊
の
住
職
を
つ
と
め
た
社
僧
で
す
。ま
た
、

書
や
絵
画
、茶
の
湯
、和
歌
な
ど
を
得
意
と
し
た
人
物
で
、

特
に
書
に
関
し
て
は
、本
阿
弥
光
悦・
近
衛
信
尹
と
並
ん

で「
寛
永
の
三
筆
」に
数
え
ら
れ
ま
し
た
。書
を
は
じ
め
と

す
る
文
化
を
通
じ
て
、当
代一
流
の
文
化
人
た
ち
と
交
流

し
た
こ
と
で
知
ら
れ
ま
す
。

　昭
乗
が
好
ん
だ
と
さ
れ
る
四
つ
切
箱
は
複
数
の
写
し
が

伝
わ
り
、後
に
、松
花
堂
弁
当
の
器
に
転
用
さ
れ
ま
し
た
。   　鎌倉時代に造られ、もとは八

角堂の本尊として石清水八幡
宮の山中にあった仏像。中品
中生の説法印を結び、光背
には13体の化仏を配した、
約4.8メートルもある大作
です。現在は正法寺に
安置されています。重要
文化財。
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